
















オス Ktesibios (ca. 283-246 v. Chr. 活動) が紀元前 3世紀頃に発明した水力オルガ
ン「ヒュドラウリス hydraulis」1)にまで遡ることができる。オルガンの語源は、








90 年にはデルフォイでコンクールも行われたという。また、紀元前 3 世紀の
ロードス島では、ディオニソス神殿にも備えられた。ヒュドラウリスは、紀元
前のうちにローマ帝国に伝わったようだ。たとえば、ローマ皇帝アウグストゥ





元後 2 世紀のものが最古とされる。水力オルガンは “organum hydraulicum”、ふ










ウロス」という意味になる。Jakob 1977, S. 11.
2）Jakob 1977, S. 15.
3）MGG (=Musik in Geschichte und Gegenwart) Sachteil 7, Sp. 1021.
4）回転軸機構（Wellenbrett）を用い、対応する鍵盤から離れた位置にパイプを置くこ
とができるようになり、外見上、オルガンのパイプを対称的に配列できるようになっ







もので、ビザンツ帝国からアーヘンのカール大帝 Karl I. der Große (747/8-814)
のもとを訪れた使者がオルガンを持参し、表敬演奏を行ったという 5)。その後、
カール大帝の職人が、記憶をもとにオルガンを建造したと言われるが、確証は











（Jacob 1977, S. 12）






ブルクのベネディクト会 聖ウルリヒ＆アフラ修道院 St. Ulrich und Afra に 1060












ていたという。また、教皇ヨハネス 8 世 Johannes VIII. (在位 872-882) は、フラ
イジング（バイエルン）の司教アンノ Anno von Freising (司教 855-875) に、よい
オルガンとオルガン奏者をローマでの指導のために送ってほしいと依頼してい





6）MGG Sachteil 7, Sp. 916.
7）プレトリウス Michael Praetorius (1571?-1621) によれば 660年のことで、2つ以上の合
唱隊をもつことができない教会で、歌い手が休むことができるようにオルガンの助け
を借りたとされる。Praetorius 1968, S. 90.










最古のパイプオルガンは、スイスのシオン大聖堂 Burgkirche zu Sitten, Wallis,






9）MGG Sachteil 7, Sp. 918.
10）「黒鍵」のなかでは、変ロ音の鍵が最初に備えられるようになった。











教戦争によって、多くのオルガンが犠牲になった。一方で、17 ～ 18 世紀に、









ルバーマン Andreas Silbermann (1678-1734) がアルザス地方を中心に、弟のゴット

























は、「は」の音（「真ん中のド」と言われる 1 点ハ音の 2 オクターヴ下）を出す
































14）その他に、1 オクターヴと 5 度上の音を出す 2 2 ⁄ 3フィート、2 オクターヴと 3 度上











則について書かれた 1404年の書物（Eberhard Cersne, Minneregel, 1404）に「クラ
ヴィコルディウム clavichordium」についての言及がある。クラヴィコードの図
像としては、15 世紀前半のものが 10 点ほど残っており、1425 年の北ドイツ・
ミンデン聖堂祭壇彫刻、1435 年以前のナポリの聖堂（Cappella Caracciolo del
Sole in S. Giovanni a Carbonara）のフレスコ画などが初期の例として挙げられる。
また、最古の楽器図としては、1440 年に書かれたものが知られる（Henri
Arnaut de Zwolle [ca. 1400-1466]）。製作年代のはっきりしている現存最古の楽器
としては、1543 年製のものがライプツィヒ大学の楽器博物館に所蔵されてい














特にクラヴィコードを好んだことが知られる作曲家に、J. S. バッハ Johann
Sebastian Bach (1685-1750) の次男であるカール・フィーリップ・エマーヌエル・
バッハ Carl Philipp Emanuel Bach (1714-1788) がいる。エマーヌエル・バッハの
書いた音楽理論書、『正しいクラヴィーア奏法試論 Versuch über die wahre Art das








タートで、ドイツ語では、„Tragen der Töne“ という。
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クラヴィコードには、1 つの弦が 1 つの鍵に対応しているフレットフリー式



















もある（たとえば、ハ音／嬰ハ音－ニ音－変ホ音／ホ音＝ C/Cis － D － Es/E
のように）。クラヴィコードには、軽くて持ち運びしやすい卓上型のものと、
据え置いて使う四脚つきのもの（1740 年頃から）とがある。18 世紀ドイツで
は、J. H. ジルバーマン Johann Heinrich Silbermann (1727-1799)、ハース父子
Hyeronymus Albrecht Haas (1689-1752), Johann Adolf Haas (1713-1771)、フーベルト
















1397年にパドヴァの法律家（Lodovico Lambertaacci / Johannes Ludovibus）が義
理の息子（Petrus de Thomasiis）に宛てた書状のなかで、オーストリア人のヘル
マン・ポル Hermann Poll がクラヴィチェンバルム clavicembalum という楽器を
発明したことを記している。ポルは、ウィーンで 1360 年代に生まれ、1388 ～
93 年にウィーン大学、1397 年からパヴィア（イタリア）の大学で医学を勉強
13ドイツ語圏の鍵盤音楽（I）
資料 8 ：チェンバロの発音機構（『ニューグローヴ世界音楽大事典』第 13 巻、326 頁）
資料 9 ：音楽のレッスン（ヴァージナル）
（フェルメール画）
資料 10 ：スピネット（1577 年製、49 鍵）
した。医術に携わる占星術師だったようである 23)。また、ミンネゼンガーの規






以前の図像として、15 点ほどが知られ、たとえば 1425 年のミンデンの聖堂彫
刻にチェンバロと思われるものが見られるが、はっきりチェンバロとは断定で
きない。最古の楽器図としては、クラヴィコード同様、1440 年のものがある
（Henri Arnaut de Zwolle）。現存最古のクラヴィツィテリウムは 1470年頃にドイ
ツのウルムで製作されたもの（ロンドン、ロイヤル・カレッジ・オヴ・ミュー
ジック所蔵）24)、現存最古のグランドピアノ型チェンバロは 1537 年にミュラ
ー Hans Müllerが建造した 44鍵の楽器（ローマ、国立楽器博物館所蔵）である。
チェンバロは、イタリア、フランドル、フランス、ドイツで多く製作された。
ドイツ語圏では、18 世紀に活躍したミートケ Michael Mietke (ca. 1656/1671-
1719)、ツェル Christian Zell (ca. 1683-1763) らの製作家が名高い（資料 11）。
23）Kottick 2003, S. 10-11.
24）Kottick 2003, S. 22-23.
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資料 11 ：ツェル作のチェンバロ（1728 年）（ハンブルク美術工芸博物館所蔵）
チェンバロには、鍵盤が 1 段のものと 2 段のものがある。また、一部の楽器
では、現代のピアノの鍵盤の黒鍵・白鍵とは色が逆になっている。ナチュラル
キーとシャープキーがともに木目（茶色）で、色の濃淡が異なるだけの場合も
ある。実音の高さの 8 フィートのストップが基本となるが、実音より 1 オクタ
ーヴ上となる 4 フィートのストップも備えている楽器は多い。後の時代になる

































られる 26)。『イーレボルク写本 Ileborgh Codex, Ileborgh Tablatur』（1448 年）（旧
フィラデルフィアのカーティス音楽院蔵、1981 年から個人蔵）は、ドイツの




15世紀の南ドイツでは、パウマン Conrad Paumann (1410-1478) という盲目の
オルガニストが活躍した。1450 年からミュンヘンの宮廷オルガニストをつと


























楽作品を含む曲集としては、シュリック Arnolt Schlick (ca. 1450 - ca. 1520) の
『オルガンとリュートのための若干の聖歌と歌曲のタブラチュア Tablaturen





神聖ローマ皇帝マクシミリアン 1世 Maximilian I. (1459-1519) は、文化や学問
の振興に力を入れた。イザーク Heinrich Isaac (ca. 1450-1517) を楽長に任命し、
宮廷楽団を充実させるなどし、これがのちのオーストリアの音楽的発展につな
がる。ブルクマイヤー Hans Burckmair (1473-1571) の連作版画『マクシミリアン
1 世の行進』（1526 年）を見ると、車に積んだオルガンを弾いている人物が描
かれていることに気づく（資料 13）。これは、1489 年からマクシミリアン１世








資料 13 ：ブルクマイヤー『マクシミリアン１世の行進』（1526 年）より
５、スウェーリンクと北ドイツ・オルガン楽派
1577/80 年頃からアムステルダム旧教会オルガニストをつとめたスウェーリ
ンク Jan Pieterszoon Sweelinck (1562-1621) は、すぐれた鍵盤楽器奏者・作曲家で
あり、また教育者でもあった。オランダに比較的近い中北部ドイツからは、ス
ウェーリンクのもとにたくさんのオルガニストが教えを受けに行き、スウェー
リンクは「ドイツのオルガニスト製造家 der deutsche Organistenmacher」と呼ば
れた。ハンブルクのペトリ教会オルガニストをつとめたヤーコプ・プレトリウ
ス Jacob Praetorius (1586-1651) がスウェーリンクの教えを受けた初期のドイツ人
の弟子であり（1601 ～ 1604 年頃？）、続いてハレの音楽家シャイト Samuel
Scheidt (1587-1654)、ハンブルクのカタリーナ教会オルガニストをつとめたシャ
イデマン Heinrich Scheidemann (ca. 1595-1663) らがスウェーリンクの薫陶を受け
た。さらにプレトリウスの弟子にヴェックマン Matthias Weckmann (1619 以前
～ 1674)、シャイデマンの弟子にラインケン Johann Adam Reincken (1643-1722)







かにリュックポジティフ Rückposit iv（15 世紀から）、ブルストヴェルク





































い 3 ～ 5 の部分からなり、和音や速く華やかなパッセージで綴られる部分とフ
ーガなどの模倣的部分とが交互に現れる構造をとる。楽器の多彩な音色を存分
に味わえる作曲法となっている。北ドイツ・オルガン楽派では、イタリアのフ
レスコバルディ Girolamo Frescobaldi (1583-1643) らに由来する即興的・劇的な作
風である「幻想様式 stylus fantasticus」が頂点に達したとされる。




Tabulatura nova』（全 3 巻）は、オープン・スコアで出版されたドイツ初の鍵盤
曲集である。オープン・スコアとは、1 パートを 1 つの譜表に記した楽譜のこ














られたトゥンダー Franz Tunder (1614-1667) で、ブクステフーデは、トゥンダー
の娘と結婚している。リューベックはハンザ同盟都市であり、経済的にも繁栄
していた。ブクステフーデは、礼拝でのオルガン演奏のほかに、年に５回、日




















導かれる（資料 15）。第 2 部分は、同音反復に始まる活気ある主題の 4 声フー
ガ（資料 16）。主題の途中に 8 分休符がはさまれるのが特徴的で、この
のリズムは間奏部などでも用いられる。第 3 部分では、「アダージョ Adagio」
























資料 17 ：ブクステフーデ《プレルーディウムト短調》（BuxWV 163）構造
小節
拍子



























資料 19 ：ブクステフーデ《今や我ら聖霊に願いまつる》（BuxWV 209）
ル幻想曲（BuxWV 210）は、全体で 256 小節、10 もの部分から成る。もとに
なっているコラールは、15 世紀の世俗の旋律にルターの詩がつけられたもの
である（資料 20）。
全 7 行のうち、第 1、2 行と第 3、4 行の旋律は繰り返しになっている。第 1、
2 行をシュトレン Stollen、第 3、4 行をゲーゲンシュトレン Gegenstollen（また
は第 2 シュトレン）と呼び、第 1、3 行と第 2、4 行の歌詞のシラブル数や韻
が対応している。これら 4 行をまとめてアウフゲザング Aufgesang（上の句）、
5 行目以下をアプゲザング Abgesang（下の句）と呼ぶ。このように AAB と図式












資料 20 ：コラール《いざや喜べ、愛しいキリストの徒よ》（ルター、1523 年）
半音階的な響きをもつ特徴あるモティーフ が手鍵盤で 23 回繰り返さ
れる。複数の手鍵盤をもつ北ドイツのオルガンでは、鍵盤を移動し、音色を変
えながら演奏されたことだろう。両手の交差もあり、技巧的にも要求度が高い












ライ教会オルガニストだったリューベック Vincent Lübeck (1654-1740)、ブクス
27ドイツ語圏の鍵盤音楽（I）
資料 21 ：ブクステフーデ《いざや喜べ、愛しいキリストの徒よ》（BuxWV 210）
テフーデの弟子でコペンハーゲンやフーズムでオルガニストをつとめたブルー
ンス Nicolaus Bruhns (1665-1697)、リューネブルクのオルガニストだったベーム
Georg Böhm (1661-1733) らがいる。ベームは、1698 年からリューネブルクのヨ
ハネ教会オルガニストをつとめており、バッハがリューネブルクのミカエル学
校寄宿生であった 1700 ～ 1702 年頃、実際に演奏を聴いたりする機会があった
と考えられる。また、バッハが 1720 年にハンブルクのヤコビ教会オルガニス
トの地位を志願した際、老ラインケンの前でコラール《バビロンの流れのほと













Johann Jacob Froberger (1616-1667) である。シュトゥットガルトに生まれ、1637
年以降、中断をはさみながらも約 20 年間にわたってウィーンの宮廷オルガニ
ストをつとめた。フローベルガーは、1637 年から（最長で 1641 年まで）イタ
リアでフレスコバルディに学んだ。フローベルガーのトッカータには、師フレ
スコバルディからの影響が読み取れる。また、フローベルガーは、神聖ローマ
皇帝フェルディナンド 3世 Ferdinand III. (1608-1657)31)の外交官としても、ヨー
28 獨協大学ドイツ学研究
ロッパ各地を旅行した。たとえば、1650 ～ 53 年に滞在したフランスでは、リ
ュートの音楽にふれ、その奏法の特徴をチェンバロにとり入れて、拍節のない
前奏曲（プレリュード・ノン・ムジュレ prélude non mesuré）等を作曲した。パ
リで活躍していた鍵盤楽器奏者・作曲家のシャンボニエール Jacques Champion
de Chambonnières (1601/2-1672) やルイ・クープラン Louis Couperin (ca. 1626-
1661) と交流し、ルイ・クープランの作品にも影響を与えたとされる。イギリ


























バンド」の 4 つの楽章からなる。冒頭楽章は、フェルディナンド 4 世











が、ポリエッティ Alessandro Poglietti (17 世紀前半～1683) というイタリア出身
の作曲家である。ポリエッティはすぐれた鍵盤楽器奏者としての名声が高く、
作曲家としては特に鍵盤楽器のために大規模な描写音楽を書いたことで知られ






なる大規模な作品で、1676 年に結婚したレオポルト 1 世とその 3 人目の妃エ
32）レオポルト 1世もみずから作曲した皇帝で、その作品を CD で聴くこともできる。
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の生前から評価の高い作品だった。《カッコー Capricietto sopra il cu cu》は 1 分
足らずの短くかわいらしい曲である。カッコーの歌声をとり入れた音楽は当時
から好まれていたようで、ケルル Johann Kaspar Kerll (1627-1693)、フランスの
ダカン Louis-Claude Daquin (1694-1772) なども作曲している。
ムッファト Georg Muffat (1653-1704) もまた、フランスやイタリアの音楽様式
をとりいれて、独自の作風を生み出した作曲家だ。ムッファトは、1663 ～
1669 年にパリでリュリ Jean-Baptiste Lully (1632-1687) らに学んだ。ヨーロッパ
各地を旅し、1678 年にザルツブルク大司教のオルガニストに就任した。1680
年代にはローマに赴き、パスクィーニ Bernardo Pasquini (1637-1710) に学び、コ









の 3 拍子で 4 小節分（楽譜では 6 拍ひとまとまりの小節もある）が 1 パター






《カノン ニ長調》の作曲者として知られるパッヘルベル Johann Pachelbel
(1653-1706) は、ニュルンベルクに生まれ、同地で没した音楽家である。1673
年から 5 年間にわたりウィーンの聖シュテファン大聖堂副オルガニストをつと
めた。1678 ～ 1690 年の 12 年間は、エアフルトの伝道者教会 Predigerkirche の
オルガニストをつとめ、この頃、J. S. バッハの長兄ヨハン・クリストフ Johann
















《父なる神よ、われらとともにいませ Gott der Vater wohn’ uns bei》は、3声のオ
ルガン・コラールである（資料 23）。コラール定旋律は上声で 2 分音符を中心






書』第 1 章 46 ～ 55 節を歌詞とする音楽で、その冒頭のラテン語 “Magnificat















ている。フィッシャーの『アリアドネ・ムジカ Ariadne musica』（1702 年）は、



































34）Mattheson 2004, S. 251.










実、あるいは着想と手法のすぐれた 7 つのソナタ Frische Clavier Früchte, oder











ゴリアテの戦い Il Combattimento trà David e Goliath」》は、聖書の『サムエル記』
第 17 章に伝えられる話をもとにしている。ペリシテ軍の戦士ゴリアテは身長











資料 26 ：クーナウ《聖書ソナタ第 1 番》より　冒頭部分
（付点リズムで威嚇するゴリアテと、16 分音符のダヴィデの竪琴）
資料 27 ：同上　巨人の出現を見たイスラエル人たちの動揺と、彼らの神への祈り













































った。4 週間の休暇を無断で 4 倍にも延長したこと、旅行後にブクステフーデ
の手法をとり入れた演奏をして会衆を混乱させたとして叱責されたことは、上
記の通りである。アルンシュタット時代には、初期の鍵盤音楽作品が書かれた。
《最愛の兄 38)の旅立ちに寄せるカプリッチョ Capriccio sopra la lontananza del
fratello dilettissimo 変ロ長調》（BWV 992、1703/4 年）や、「アルンシュタットの
会衆コラール Arnstädter Gemeinde-Choräle」と呼ばれるオルガン・コラール
（BWV 715, 722, 726, 729, 732）39)が書かれたと考えられている。
1707 年 6 月には、ミュールハウゼンの聖ブラジウス教会オルガニストに就
任する。10 月には、親戚のマリア・バルバラ Maria Barbara Bach (1684-1720) と
ドルンハイムの教会で結婚した。また、ミュールハウゼン時代には、フォーグ
ラー Johann Caspar Vogler (1696-1753) やシューバルト Johann Martin Schubart
(1690-1721) らの弟子を指導するようになった。教会カンタータ創作も行ってい










599 ～ 644）、『18 コラール集』40)（BWV 651 ～ 668、初期稿）、オルガンのた
38）この「最愛の兄」は、スウェーデン軍にオーボエ奏者として入隊した次兄 Johann
Jacob Bach (1682-1722) とされることが多いが、異論もある。
39）Billeter 2007.
40）BWV 668 のみ、手稿譜（ベルリン国立図書館、Mus. ms. Bach P 271）で離れたとこ
ろに収録されている（オルガン用トリオ・ソナタ、BWV 651 ～ 667、カノン変奏曲





の『イギリス組曲』（BWV 806 ～ 811）もヴァイマルで書かれた可能性が高
い 41)。ヴァイマル公子ヨハン・エルンスト Johann Ernst, Prinz von Sachsen-






1717 年 12 月、バッハはケーテンの宮廷楽長に就任した。アンハルト＝ケー









デンブルク協奏曲第 5 番》（BWV 1050a）が書かれたと考えられている。1720
年にはマリア・バルバラが亡くなり、翌年ソプラノ歌手のアンナ・マクダレー









や弟子たちへの教育用のものが多い。1720 年 1 月から、当時 9 才の長男ヴィ
ルヘルム・フリーデマン Wilhelm Friedemann Bach (1710-1784) のためにクラヴィ
ーア小曲集が書き始められ、1722 年には『平均律クラヴィーア曲集第 1 巻』
（BWV 846 ～ 869）の浄書譜が、1723 年には『インヴェンションとシンフォニ
ア』（BWV 772 ～ 801）の浄書譜が完成した。『フランス組曲』（BWV 812 ～
817）、『アンナ・マクダレーナのためのクラヴィーア小曲集』の第 1 巻も 1722















645 ～ 650）、《カノン変奏曲「高き天より」》（BWV 769）が出版されたほか、
オルガン用の 6つのトリオ・ソナタ（BWV 525～ 530）、『平均律クラヴィーア
曲集第 2 巻』（BWV 870 ～ 893）、《フーガの技法》（BWV 1080）等がまとめら







楽作品を批判したシャイベ Johann Adolf Scheibe (1708-1776) でさえも、鍵盤音楽
作品には賛辞を惜しまなかった。バッハの死後も、その鍵盤音楽作品は弟子た
ちを通して受け継がれ、演奏され続けていった。たとえば、ベートーヴェン















『オルガン小曲集』（BWV 599 ～ 644）は、ヴァイマル時代に作曲された礼
拝用の小コラール前奏曲集である。縦 15.5 センチ、横 19 センチの小ぶりな楽
譜に、もともと 164 曲を書き込む予定で、タイトルが記され、ページ割りがな














く。1 曲あたり手稿譜で 1 ～ 2 ページという小規模な作品である。下 3 声は音
画法や和声進行によってコラールの歌詞内容を音楽的に表出していく。限られ
た枠組みと曲の短さのなかで、豊かに絵画的に作曲されたこの曲集を、シュヴ
ァイツァー Albert Schweizer (1875-1965) は「彼［バッハ］の音語の辞典であり、
バッハ音楽を認識する鍵」45)と述べている。題名の書かれた 164 曲のうち、バ




受難コラールに基づく《イエスが十字架にかかりしとき Da Jesus an dem














た］Wohl an dem Kreuze lange」という歌詞を表現しているようだ。《神よ、汝の
慈悲によりて／神の子は来たりぬ Gott, durch deine Güte / Gottes Sohn ist gekom-
men》（BWV 600、資料 33）は、カノンの技法で書かれている。第 1 小節でソ









資料 31 ：バッハ《イエスが十字架にかかりしとき》（BWV 621）
『18 コラール集』（BWV 651 ～ 668）もコラール前奏曲を集めたものである
が、作曲法は『オルガン小曲集』とは異なり、コラール旋律の音価が拡大され
て行ごとに間奏をはさむものも多いなど、さまざまな手法が用いられている。
BWV 651 ～ 667 の初期稿は、ヴァイマル時代の 1710 ～ 1714 年頃に書かれた
と考えられる 46)。バッハは、これらをライプツィヒ時代の 1739 ～ 47 年頃に
46）BWV 668 には、ヴァイマル稿は現存しないが、ヴァイマル時代に書かれた『オルガ
ン小曲集』に含まれる BWV 641 を原曲とする。ライプツィヒ時代のものである初期
46 獨協大学ドイツ学研究
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資料 32 ：バッハ《おお人よ、汝の大いなる罪を嘆け》（BWV 622）
資料 33 ：バッハ《神よ、汝の慈悲によりて／神の子は来たりぬ》（BWV 600）
改訂し、浄書譜を作成した。25 年以上前の作品に再度取り組んでいることか
ら、バッハ自身がこれらの作品を評価していたことがうかがえる。《装いせよ、

















48）Schumann 1985, Band I, S. 219.






ル・ペダルで演奏される 5声部版の BWV 653bと、定旋律をテノールに移して
足鍵盤パートをひとつにまとめた 4声部版（終結部のみ 5声）の BWV 653a で




『シューブラー・コラール集』（BWV 645 ～ 650）は、6 つのカンタータ楽
章のオルガン用編曲である 50)。晩年（1747/8 年）にシューブラー Johann Georg
Schübler (ca. 1725-1753) という出版業者から出版されたので、この名で呼ばれる。
親しみやすい旋律をもち、好んで演奏されている。《カンタータ第 140 番「目
覚めよと呼ぶ声あり Wachet auf, ruft uns die Stimme」》の第 4 曲コラール〈シオ









『クラヴィーア練習曲集第 3 部』は、1739 年に出版された。変ホ長調の前
奏曲とフーガ（BWV 552）が枠組みをなし、そのなかにキリエとグローリア、
教理問答の讃美歌に基づく 21 のオルガン用コラール編曲（BWV 669 ～ 689）、






演奏される小編曲の両方で演奏される（BWV 678 ～ 689）。礼拝で唱えられた
り歌われたりするキリエ（あわれみの賛歌）とグローリア（栄光の賛歌）が含





《カノン変奏曲「高き天より Vom Himmel hoch」》（BWV 769）は、ルターの
書いたクリスマスのコラールをカノンで扱う 5つの変奏からなる。カノンでは、
ひとつの声部が出した主題を、他の声部が一定の間隔で正確に模倣していく。
この作品は、バッハがミツラー Lorenz Christoph Mizler (1711-1778) の音楽学協
51）デュエットは、足鍵盤なしに演奏可能であり、チェンバロ用ではないかとの説もあ
る。




会 Societät der musikalischen Wissenschaften に 1747 年に入会した折に提出され、
ニュルンベルクのバルタザル・シュミート Barthasar Schmid (1705-1749) のとこ
ろで出版された（1747/8 年）53)。この作品には、印刷稿のほかに、手書きの稿
がある（BWV 769a）。『18 コラール集』が収められているのと同じ資料（ベル
リン国立図書館所蔵、Mus. ms. Bach P 271）に書かれたこの浄書稿では、印刷
稿とは変奏の順が異なる。印刷稿の第 2 変奏と第 3 変奏の間に、第 5 変奏が
置かれたかたちだ。印刷稿の第 5 変奏には 4 種類のカノンが含まれる。コラー
ル旋律各行は反行型で応答され、ストレッタの手法で重ねられていく。終わり





































資料 35 ：真正応答の例（フーガロ短調 BWV 544/2）








Peter Kellner (1705-1772) の弟子にあたるリンク Johann Ringk (1717-1778) という
人物が書いた筆写譜のみで今日に伝えられる。バッハの自筆譜は存在せず、筆
写譜も遅い時期のものであるため、成立年代などは分からない。それどころか、






の奏でる伴奏音型のようだ。この 2 小節のテーマが 12 回現れるが、主題が提




曲」で 55)、繰り返される低音主題の上で 21 回変奏が行われる（資料 37）。引
き続きフーガが演奏されるが、フーガの途中ではじめて長調が出され、クライ
マックスへ向かう。この《パッサカリアとフーガ》は、『アンドレアス・バッ
54）Williams 1980, p. 220.
55）バッハのオスティナート変奏曲としては、ヴァイオリンのためのシャコンヌ（《無









《トリオ・ソナタ》（BWV 525 ～ 530）は、3 つの声部を右手、左手、足鍵
盤で演奏する楽曲で、室内楽のトリオ・ソナタの 2 つの旋律声部と通奏低音の
パートをオルガンに移し替えたようなものである。急－緩－急の 3 楽章制をと
56）この資料の所有者であったアンドレアス・バッハ Johann Andreas Bach (1713-1779) は、




資料 37 ： J. S. バッハ《パッサカリアハ短調》（BWV 582）冒頭
資料 38 ：ブクステフーデ《パッサカリアニ短調》（BuxWV 161）冒頭
り、前奏曲とフーガといった 2 楽章の組み合わせとはタイプが異なる。『18 コ
ラール集』などが収められている資料（ベルリン国立図書館、Mus. ms. Bach P












































Friedrich II. (1712-1786) の宮殿でジルバーマン作フォルテピアノ（初期のピアノ）
を弾くなど、数種類の鍵盤楽器を演奏した。これらをまとめて、クラヴィーア
55ドイツ語圏の鍵盤音楽（I）
資料 39 ：バッハ《協奏曲ト長調》（BWV 592）第 1 楽章の構造
小節 1-14 22-3515-22,1 36-45,1 45-54,1 54-66,1 66-92 93-110,1 110-147
ト長調～
ニ長調



























ルベール Jean-Henri d’Anglebert (1635-1691) やデュパール Charles Dieupart (ca.
1670 - ca. 1740) の装飾音表を合理化・単純化して掲げている。装飾音名にはフ
ランス語、イタリア語、ドイツ語がいりまじっており、フランスの装飾音表か
らそのままは受け継いでいない。次に運指法の練習曲が置かれる。右手の上行








































ルケル Johann Nikolaus Forkel (1749-1818) の記述に遡るが、シンフォニアにはア
ンサンブル音楽（トリオ・ソナタ）的特徴を濃く示す曲もあるため、やはり区
別が必要であろう。シンフォニアでは、バスは第 3 の主題の入りを担当するこ






《インヴェンション第 1番 ハ長調》（資料 40）をみると、堅固な論理的構成
がとられていることが分かる。冒頭動機とその転回型が全体を形づくっており、
調の配置はほぼシンメトリカルである。この曲の浄書譜（資料 41、ベルリン
国立図書館、Mus. ms. Bach P 610）やキッテルの筆写譜では、主題の入りごと
に旋律的装飾が加えられている。だが、同じ音型のところをすべて埋めて順次
進行にしているため変化に乏しい面があり、バッハの最終稿なのかという点に





60）第 7番、第 13 番を除く。
58 獨協大学ドイツ学研究
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資料 40 ：《インヴェンション第 1 番》
（BWV 772）
資料 41 ：《インヴェンション第 1 番》の浄書譜
2 つの『平均律クラヴィーア曲集』は、よく知られているように、各巻 24
の調の前奏曲とフーガからなる。J. C. F. フィッシャーの曲集『アリアドネ・ム
ジカ』からの影響が指摘されるのは、上述の通りだ。第 1 巻の自筆譜は 1722
年に完成しているが、1720 年の『ヴィルヘルム・フリーデマンのためのクラ








ン自筆譜」（BWV 873、874、881 欠）は、富田庸によれば、1739/42 年頃に書
かれたものだという 62)。「自筆譜」というが、妻のアンナ・マクダレーナの書
いた部分も含まれる。全 24 曲を含む資料としては、バッハの自筆譜を娘婿の
アルトニコル Johann Christoph Altnickol (1719-1759) が筆写したと思われる楽譜




1 巻では 1 曲のみ（ロ短調）であったが、第 2 巻では 10 曲となる。第 1 巻の
音域がは音から 3 点ハ音（C ～ c3）という当時の標準的な音域におさまってい





ハ／変ニ音＝ A1～ cis3/des3）。一方、第 1巻には 5声フーガが含まれていたが、
第 2 巻は 3～ 4声フーガのみである。











『フランス組曲』（BWV 812 ～ 817）もやはり 6 曲からなる。当時、フラン
スを中心に流行していた鍵盤組曲の形式をとり、フランス的なロココ様式で書
かれたこの組曲集は、1722 ～ 24 年頃に作曲されたと考えられる。前奏曲は含
まず、イギリス組曲より小ぶりで軽やかで親しみやすい印象の曲が多い。「フ
ランス組曲」という名称は、やはり 18世紀（1762年）から用いられていたが、
バッハ自身は「クラヴサンのための組曲 Suite pour le Clavecin」と呼んだ。6 曲
のうち最初 5 曲は『アンナ・マクダレーナのためのクラヴィーア小曲集』の第
1 巻（1722 年）に収められ、第 1 ～ 2 番は第 2 巻（1725 年）にも書かれてい











の売れ行きが見込める作品で、第 1 巻におさめられたのはパルティータ 6 曲だ
った。ここでいうパルティータとは、組曲のことである（他に変奏曲という意










ナのためのクラヴィーア小曲集第 2 巻』（1725 年）に含まれる。また、第 1 番





クラヴィーア練習曲集の第 1 部は、鍵盤数の指定がなく、1 段鍵盤のチェン
バロでも演奏可能な作品である。次の第 2 部には、「2 段鍵盤つきチェンバロ
用」との指定がある。第 3 部はオルガン用で、手鍵盤 2 段と足鍵盤、合計 3








1735 年に出版された『クラヴィーア練習曲集第 2 部』は、《イタリア風協奏
曲 ヘ長調》（BWV 971）と《フランス風序曲 ロ短調》（BWV 831）からなる。
協奏曲と序曲は、当時の管弦楽の 2 大主要ジャンルであった。また、ヘ長調と
ロ短調の主音は、三全音（増 4 度／減 5 度）という不協和な音程関係にあり、
両者が対極的なものとして構想されたことがうかがえる。ただし、当時、イタ
リアとフランスの様式の違いは、両国の音楽家の交流などもあり、実際には縮









































資料 42 ： J. S. バッハ《フランス風序曲ロ短調》（BWV 831）
『クラヴィーア練習曲集』の最終巻（第 4 部）は、1741 年に出版された。
「ゴルトベルク変奏曲」というのは通称で、タイトルページには「2 段鍵盤チ
ェンバロのためのアリアと種々の変奏からなるクラヴィーア練習曲集」とある
（BWV 988）。ドレスデンのカイザーリンク伯爵 Hermann Carl Reichsgraf von
Keyserlink (1696-1764) が眠れぬ夜のつれづれに、おかかえのチェンバロ奏者ゴ




で作曲されたのかは明らかではないが、バッハは 1741 年 11 月にカイザーリン




曲集第 2 巻』（1725 年）に記されている。2 部分形式をとり、前半・後半それ
ぞれ 16 小節である。全体は、アリアを両端楽章とし、間に 30 の変奏がはさま
れる。第 16 変奏がフランス風の序曲楽章となっており、後半の始まりを告げ
る。これは、『クラヴィーア練習曲集第１部』、『クラヴィーア練習曲集第 2 部』
の構成と対応しているとも言える 68)。3 の倍数の変奏（第 3、6、9、12、15、
67）角倉、1983年、351～ 352頁。




資料 43 ： J. S. バッハ《フランス風序曲ハ短調》（BWV 831a、初期稿）
18、21、24、27 変奏）はカノンの技法で書かれ、第 3 変奏が同度のカノン、
第 6 変奏が 2 度のカノンと音程が広がっていき、第 27 変奏は 9 度のカノンと
なる。第 30 変奏は、アリアのバス定型の上で 2 つの民謡がカノンをなす「ク
ォドリベット quodlibet」となる（資料 44 ③）。「クォドリベット」とは好きな
ようにといった意味で、周知の複数の旋律（民謡など）を結び合わせて作るユ
ーモラスな音楽形式である。16 ～ 17 世紀に好まれ、バッハ一族では、毎年、
親族が集まる会合の折に歌って楽しんだとフォルケルが伝えている 69)。「キャ
ベツとカブに追い出されたのさ、お母さんが肉を料理してくれたら、僕はもっ
と長くいたのに」という歌（資料 44 ①）が 5 度のカノン（資料 44 ③第 3 小
節ソプラノ→第 5 小節テノール）、「俺は長いことお前の側にいなかった。ほら




奏は、（3n+1）の第 1、4、7、10、13、16、19、22、25 変奏と第 2 変奏がトリ
オ・ソナタ、シチリアーノ、フランス風序曲などの「性格変奏」であり、第 5











クラヴィーア用の《トッカータ》7 曲（BWV 910 ～ 916）は、ヴァイマル時
代かそれ以前（1708 ～ 1717 年頃）の成立である。フーガを含む多部分構成を













































ン国立図書館、Mus. ms. Bach P 200）が残されており、その中心部分は 1742年
頃には書かれていたと考えられる。未完のフーガがあり、対位主題に BACH
の音名の音型（変ロ音－イ音－ハ音－ロ音）が出てきたところで終わっている。
これは絶筆と考えられていたが、現在では、亡くなる 1 ～ 2 年前に書かれたと






《ソナタ ニ短調》（BWV 964）、《アダージョ ト長調》（BWV 968）は、自作
の無伴奏ヴァイオリン曲のクラヴィーア用編曲である。アグリーコラ Johann





資料 45 ：バッハ《フーガの技法》（BWV 1080）印刷譜と自筆譜の楽章対照表
印刷稿
自筆稿
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12α 12β 13α 13β
1 3 2 - 4 7 8 10 5 6 11 13β 14β13α 14α
印刷稿
自筆稿
14 15 16 17 18
12β6 15,付 1,12α 9 - 付 2β 付 3
20 2119β19α














































ルク協奏曲集』（BWV 1046 ～ 1051）は、1721 年にブランデンブルク辺境伯ク
リスティアン・ルートヴィヒ Christian Ludwig, Markgraf von Brandenburg (1677-
1734) に献呈された。それまでにヴァイマルやケーテンで書きためていた協奏
曲をまとめたものと考えられ、第 5 番は、1719 年にケーテン侯が購入した大
型の 2 段鍵盤チェンバロ（ミートケ作）のために作曲されたと考えられる（第
1 楽章のカデンツァの短い初期稿 BWV 1050a）。急緩急の 3 楽章制をとり、第
1 楽章にリトルネッロ形式が用いられている。
バッハのチェンバロ協奏曲としては、1 台のチェンバロのための作品 7 曲
（BWV 1052 ～ 1058）、2 台のチェンバロのための協奏曲 3 曲（BWV 1060 ～
1062）、3 台用 2 曲（BWV 1063 ～ 1064）、4 台用 1 曲（BWV 1065、ヴィヴァ
ルディによる）および断片 1 曲（BWV 1059）が伝えられる。このうち BWV






























J. S. バッハの成人した息子たちは、ひとりを除いて音楽家になった 71)。特に
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才能があり父バッハも期待を寄せていた長男のヴィルヘルム・フリーデマン
Wilhelm Friedemann Bach (1710-1784) は、1733年からドレスデンのゾフィア教会






次男のカール・フィーリップ・エマーヌエル Carl Philipp Emanuel Bach (1714-
1788) は、1738 年に大学を出たあと、1740 ～ 1768 年にプロイセンのフリード
リヒ大王に（皇太子時代から）チェンバロ奏者として仕えたあと、テレマン
Georg Philipp Telemann (1681-1767) の後任として、1768年から亡くなる 1788年
まで、ハンブルク市音楽監督をつとめた。兄に比べると堅実な人柄だったよう
で、多くの鍵盤曲集を出版し、また『正しいクラヴィーア奏法試論』（第 1 巻
1753 年、第 2 巻 1762 年）という音楽理論書も著している。これは、レオポル
ト・モーツァルト Leopold Mozart (1719-1787) の『ヴァイオリン奏法』、クヴァ
ンツ Johann Joachim Quantz (1697-1773) の『フルート奏法』とともに、18 世紀
の三大音楽理論書と言われることもある。C. P. E. バッハの作品には、Wq番号
や H 番号が添えられることが多い。W q 番号は、ヴォトケンヌ A l f r e d
Wotquenne (1867-1939) が 1905 年に出したカタログでの整理番号、H 番号はヘ
ルム E. Eugene Helm (1928-) が 1989 年に出したカタログでの整理番号である。
ヘルムの番号付けで 1 番から 337 番までが鍵盤楽曲（真作）である。その約半
数がソナタで、ソナタの半分以上は生前に出版された。初期のソナタ（H. 2）
では、父バッハのインヴェンションの主題が引用されている。1742/3 年の『プ
ロイセン・ソナタ集』（Wq. 48 / H. 24-29、プロイセンのフリードリヒ大王に献





呈）や 1744 年の『ヴュルテンベルク・ソナタ集』（Wq. 49 / H. 30-34、36、ヴ
ュルテンベルク公カール・オイゲン Karl Eugen, Herzog von Württemberg [1737-
1797] に献呈）は、今日もよく演奏されている。ソナタとはいっても、ハイド
ン以降の古典派のソナタとは、形式的にも異なるものが多い。第 1 楽章の第 1
主題部と第 2 主題部の境が明瞭でなかったり、また、はっきりした第 2 主題が
含まれていても曲尾の部分で再現されないことがある。1760 年の『クラヴィ
ーアのための変奏反復つきの 6 つのソナタ集』（Wq. 50 / H. 136-139, 126, 140、





《クラヴィーアのための自由な幻想曲 嬰ヘ短調》（Wq. 67 / H. 300、1787 年
作曲）は、C. P. E. バッハが鍵盤楽器独奏のために残した最後の作品である。
オブリガートのヴァイオリン声部をのちに加え、「C. P. E. バッハの情感 C. P. E.
Bachs Empfindungen」のことばを添えた。主題は 2 つある。ひとつはアダージ
ョで奏される 16 分音符の動機で、《イエスの復活と昇天 Carl Wilhelm Rammlers
Auferstehung und Himmelfahrt Jesu》（Wq. 240 / H. 777、1774～ 80年）からとら
れたようだ。もうひとつはラルゴの旋律で、『シュトゥルム歌曲集 Herrn
Christoph Christian Sturms gestliche Gesänge...』（1781 年）に収められた歌曲《死
を思う Andenken an den Tod》（Wq. 198 / H. 752/12、1781年）と似ている。ラル









Tragen der Töne という奏法の記号（資料 47）は、1750 年代頃から記譜されて
いく。C. P. E. バッハの作品集の楽譜をみていると、強弱指示が次第に増えて
いることに気づく。これは、テラス型強弱法のチェンバロから、強弱を自在に
つけられるピアノへと鍵盤楽器の主流が推移していったことと、記譜を厳密に
したいという C. P. E. バッハの思いがあいまってのことだろう。



















ーライル・ハウスでの予約演奏会。1768 年からアーベルと 2 人で主催。）この
コンサート・シリーズはバッハ＝アーベル・コンサートと呼ばれた。アーベル












第 1、第 2 主題に対比をもたせ、イタリア的な趣味をとり入れている（ギャラ
ント様式）。この作風は、モーツァルトにも影響を与えた。モーツァルトは、











やや時代が遡るが、ヘンデルにふれよう。ヘンデル Georg Friedrich Händel










サン組曲集 第 1 集』には、8 つの組曲が含まれる（HWV 426 ～ 433）。ほぼ同
じ数の舞曲を並べたバッハの組曲集と比較すると、ヘンデルの組曲では楽章数
が様々で、舞曲楽章をもたない組曲があったり（第 2番 HWV 427）、フーガや
変奏曲も含まれるなど、楽章構成が多様性に富んでいる。ホ長調の第 5 番
（HWV 430）には、「調子のよい鍛冶屋」の呼称で親しまれる〈アリアと変奏〉
が含まれる。ト短調の第 7 番（HWV 432）の最後に置かれた〈パッサカリア〉




資料 48 ：アルベルティ《ソナタヘ長調》第 1 楽章より
は高雅な情感をたたえた名曲として名高い。なお、1732 年頃に『クラヴサン





























（強音）も出せるチェンバロ Gravecembalo col piano e forte」（1700 年以降）は、
タッチを変えることで自在に音量を変化させられるというこの楽器の特徴を伝









del Letterati d’Italia』に紹介された。クリストフォリは、1709 年からの 15 年間
に、少なくとも 20 台のピアノを製作したとされる。現存する楽器は 3 台あり、
すべて 1720 年代の製作である。知られている限り最初のピアノのための出版
作品は、1732 年のジュスティーニ Lodovico Giustini (1685-1743) による『12 の
ソナタ集 12 Sonate da cimbalo di piano e forte』で、強弱記号も含む。










もなく、鍵は浅くて軽い。1780 ～ 1800 年頃のウィーンのフォルテピアノの鍵
を押し下げる深さは 4 ～ 6 ミリ（現代のスタンウェイは 10.5 ～ 11 ミリ）、小
























トフォリのピアノは 49 ～ 54 鍵だったが、音域も拡大されていき、リスト
















複数の主題が提示される。第 1 主題は主調で提示され、推移部で第 2 主題の調
に転調する。典型的な例としては、主調が長調なら第 2 主題は属調（5 度上の
調）、主調が短調なら第 2 主題は平行長調（短 3 度上の調）である。第 2 主題
































れるようになるのは、1770 年代に入ってからのことだ 78)。1770 年頃までのク
ラヴィーア・ソナタは、ハイドンの仕えていたエステルハージ侯爵家での演奏






として、演奏されることの多い《ソナタ第 37 番 ニ長調》（Hob. XVI: 37）第 1
楽章の形式を見てみよう。全 103 小節（反復含まず）のこの楽章は、第 40 小
節の反復記号でおおきく 2 つに分けられている。第 1 ～ 40 小節が提示部であ
る。第 1 ～ 4 小節でニ長調の第 1 主題が提示され、属調のイ長調に転じて、
第 17 小節からが第 2 主題だ。第 30 小節あたりから聴き手に意外さを感じさ
せる和声などを聞かせたあと、第 35 小節からがコデッタとなる。第 41 小節か
らの展開部は、イ長調で始まる。第 41 小節の左手には提示部第 1 小節の右手
のモティーフが、第 42 小節右手には提示部第 23 小節からのモティーフが見ら
れる。このように提示部の素材を用い、転調を重ねて、第 61 小節からの再現
部につながる。再現部では第 61 小節から第 1 主題が、第 80 小節から第 2 主
題が再現される。提示部でイ長調だった第 2 主題は、再現部ではニ長調に変え
られている。大規模なコーダはないが、第 100 小節などは提示部のコデッタ
（37 小節）から変化させられており、終結感を出すのに貢献している。第 2 主
題の調を変えることで、2 つの主題が対立関係から調和へと向かい、楽章を結
びに導いている 79)。
《クラヴィーア協奏曲ニ長調》（Hob. XVII: 11）は 1784年に出版された。ほ













モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart (1756-1791) は、神童だった。現在に
伝わる最初期の作品は、5 才の時に作曲したクラヴィーア曲である。最初 2 曲
には日付がないが、第 3 曲《アレグロ ヘ長調》（K6 1c）は 1761 年 12 月 11 日
の日付をもつ。ヴァイオリン奏者であり、音楽理論書『ヴァイオリン奏法
Versuch einer gründlichen Violinschule』（1756年）の著者でもあった父レオポルト
Leopold Mozart (1719-1787) の手伝いがあったにしても、幼い頃から優れた才能
を発揮していたことがうかがえる。初期のメヌエット等は、現在も子どものた




家のマリア・テレジア Maria Theresia von Österreich (1717-1780) の御前で演奏し
たことは、よく知られている。旅先で、各地の最新の音楽にふれたり、先輩音
楽家に教えを受けたりしたことは言うまでもない。たとえば、イタリアではマ
ルティーニ神父 Giovanni Battista Martini (1706-1784)、イギリスでは「ロンドン
のバッハ」と呼ばれたクリスティアン・バッハに教えを受け、マンハイムでは
当時脚光を浴びていたマンハイム楽派の様式を掌中におさめた。もちろんハイ




































曲されたと考えられている。主題のあとに 12 の変奏が続き、第 1 変奏では右







たニ長調の第 5 番（K. 175）である。それ以前には、1763/4 年にパリに滞在し
たときに知ったと思われる音楽家たち（ラウパッハ Hermann Friedrich Raupach
[1728-1778]、ショーベルト Johann Schobert [ca. 1740-1767]、エッカルト Johann
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Gottfried Eckard [1735-1809]、ホーナウアー Leontzi Honauer [ca. 1730 - ca. 1790]）
やクリスティアン・バッハのクラヴィーア・ソナタを編曲することで、協奏曲
を作り上げていた。ウィーン時代には、公開演奏会でクラヴィーア協奏曲をと






示部では、主調で第 1 主題、別の調で第 2 主題が提示される。だが、協奏曲ソ
ナタ形式の提示部では、はじめにオーケストラが第 1 主題・第 2 主題を提示す
るが、その際、第 2 主題も主調のままである。続いて、独奏者が加わって再度
























































































トシュタイン》（作品 53）、《熱情》（作品 57）、《ピアノ協奏曲第 4 番》（作品
58）などが作曲されるが、楽器との格闘に疲れたのか、1810 年 1 月から 1814
年 8 月まで完成したソナタはない。ベートーヴェンは、やがて、ウィーンのピ
アノにたちかえっていった（シュトライヒャー Streicher 作、音域：下 1 点へ音
～ 4 点ヘ音＝ F1-f4）。1818 年、イギリスからブロードウッド Broadwood のピア
ノが贈られる。音域は下 1 点は音～ 4 点ハ音（C1-c4）で、シュトライヒャー
に比べ、低音域が拡大されているが、高音鍵は少ない。《ハンマークラヴィー
ア・ソナタ》（作品 106）は、第 3 楽章の作曲途中にブロードウッドのピアノ
を入手したため、楽章によって音域が異なる 82)。1825 年からは、グラーフ
82）《ハンマークラヴィーア》の第 3 楽章からブロードウッドのピアノを想定している




Conrad Graf (1782-1851) が耳の聞こえないベートーヴェンのために特別に作っ











になっているのが 39 例あり、そのうち、明らかに楽器の制約によるものは 17
例である 83)。
次に、ペダルについて見てみよう。ベートーヴェンのソナタでは、1800 ～
1801 年の《ソナタ第 12 番「葬送」》（作品 26）に、はじめて “senza sordini” や






資料 52 ：ベートーヴェン《ソナタ第 3 番》（作品 2-3）第 2 楽章より、低音域の不足部分







第 1 楽章冒頭には、「ずっとピアニシモでダンパーをはずして Semper pianissi-
mo, Senza Sordino」という指示がある（資料 53）。
1802 年に作曲された作品 31 の出版譜には、初めて “Ped.” 記号によるペダル指
示が見られる（出版社による改変の可能性もある）。《テンペスト》（作品 31-2）
















初期＝作品 2～ 22（第 1～ 11番。1795～ 1800年）
中期＝作品 26～ 90（第 12～ 27番。1801～ 1814年）
後期＝作品 101～ 111（第 28～ 32番。1816～ 1822年）
初期のピアノ・ソナタでは、ソナタ形式を充実させていく試みがなされてい
る。ソナタ形式では、一般に、主調で提示される第 1 主題と、それとは調や性
格の異なる第２主題が対置される。《ソナタ第 1 番 ヘ短調》（作品 2-1）では、
















る。たとえば、《ソナタ第 6 番 ヘ長調》（作品 10-2）第 1 楽章では、提示部が




た作品群である。中期に分類される第 12 ～ 27 番のうち、はじめ 3 曲では、









ロマン派の詩人・音楽評論家のレルシュタープ Heinrich Friedrich Ludwig Rellstab
(1799-1860) が、「月光をうけてルツェルンの湖の波にゆれる小舟のよう」と評
したところからこう呼ばれるようになった。ベートーヴェン自身が与えた名は













このソナタでは、第 1 楽章にソナタ形式を用いなかったが 85)、第 3 楽章は発
展的ソナタ形式をとる。




《ソナタ第 17 番 ニ短調》（作品 31-2）の「テンペスト」の呼称も、ベート
ーヴェン自身に由来するものではない。弟子のシントラー Anton Felix Schindler
(1795-1864) がこのソナタを理解するヒントをベートーヴェンに求めたところ、
シェイクスピア William Shakespeare (1564-1616) の戯曲『テンペスト』を読むよ
うに言ったという逸話からこう呼ばれるが、事実かどうかは分からない。とは
いえ、楽曲冒頭の第 1 主題からして、テンポの異なる 3 つの部分からなり、劇



















（作品 81a）では、半音階的進行、モットー主題（「お元気で Lebe wohl」の言葉
が記されている）の下行 3度進行が作品に統一感を与えている。




《ソナタ第 29 番 変ロ長調「ハンマークラヴィーア」》（作品 106）は、ドイ




い 3 つの楽章の後、巨大なフーガが置かれる。第 4 楽章からは、1818 年に贈
られたブロードウッド社のピアノを用いて作曲された。下 1 点は音～ 4 点ハ音
（C1-c4）の 6 オクターヴの音域をもち、低音が豊かな楽器であった。ゆるやか
な 3 声フーガに先立つ緩徐部分では、3 度下行するバスと上声の和音が何度も






































品 120、1823 年）は、記念碑的な大作である。ディアベッリ Antonio Diabelli










第 1番　ハ長調　作品 15（初演 1795年、1800～ 01年改訂）
第 2 番　変ロ長調　作品 19（第 2～ 4稿初演： 1793、1795、1798年）
第 3 番　ハ短調　作品 37（初演 1803年）
第 4 番　ト長調　作品 58（初演 1807年）
第 5 番　変ホ長調　作品 73（初演 1811年）
モーツァルトのところでみたように、典型的な協奏曲ソナタ形式では、オー
ケストラによる提示部のあとで独奏者が登場する。だが、ベートーヴェンは、
第 4 番の協奏曲で、独奏による開始を試みた。最も規模の大きい第 5 番でも、
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独奏者が幕を切って落とすのが非常に印象的である。この堂々たる第 5 番を
「皇帝」と呼んだのは、クラーマー Johann Baptist Cramer (1771-1858) である。リ
ストが好んで演奏したことから、名曲として定着した。




(1791-1857) の独奏で演奏された。初版は 1810 年にロンドンのクレメンティ社
から出され、1811 年にはライプツィヒのブライトコプフ社からも出版譜が出
された。献呈を受けたルドルフ大公 Rudolf Johannes Joseph Rainer, Erzherzog von
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Im vorliegenden Beitrag wird eine Übersicht über die deutsche Tastenmusik
vom Mittelalter bis zur Wiener Klassik gegeben. 
Zuerst werden die Geschichte und die Eigentümlichkeiten der
Tasteninstrumente erklärt, die in der Frühzeit benutzt wurden, nämlich die
Orgel, das Klavichord und das Cembalo. Dann wird die Tastenmusik bis zur
Barockzeit erörtert:
-Tastenmusik bis etwa 1600 
-Norddeutsche Orgelschule (Scheidt, Buxtehude)
-Süddeutsche Barockmusik (Froberger, Poglietti, G. Muffat, Pachelbel, J.C.F.
Fischer)
-Mitteldeutsche Barockmusik (Kuhnau)
-Orgel- und Klaviermusik von Johann Sebastian Bach
-Die Bach-Söhne
-Händel
Um das Jahr 1700 wurde ein neues Tasteninstrument, nämlich das Fortepiano
(das Hammerklavier in seiner früheren Form), erfunden. Es verbreitete sich seit
dem Ende des 18. Jahrhunderts. Haydn und Mozart zum Beispiel benutzten






Geschichte der deutschen Tastenmusik vom
Mittelalter bis zur Wiener Klassik
Sachiko KIMURA
Die Tastenmusik ab dem 19. Jahrhundert wird in meinem nächsten Beitrag
behandelt.
Es ist zwar nicht üblich, die Geschichte der Tastenmusik mit Schwerpunkt auf
dem deutschsprachigen Raum zu erörtern, aber somit wird ihre Entwicklung
klarer und für die Studenten der deutschen Abteilung verständlicher werden.
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